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2025 年 9 月 19 日 

各  位 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

株  式  会  社  三  井  住  友  銀  行 

Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 株 式 会 社 

 

米国総合証券会社 Jefferiesとのホールセール日本株事業の統合を核とする 

戦略的資本・業務提携の強化について 

 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ（執行役社長グループ CEO：中島 達、以下、当社   

グループを総称して「SMBC グループ」）とその完全子会社である株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：

福留 朗裕、以下、「三井住友銀行」）およびＳＭＢＣ日興証券株式会社（取締役社長 CEO：      

吉岡 秀二、以下、「ＳＭＢＣ日興証券」）は、Jefferies Financial Group Inc.（以下、「Jefferies」）

と、ホールセールにおける日本株事業（投資銀行部門のうちのエクイティキャピタルマーケッツ 

業務（以下、「ECM 業務」）、グローバル・マーケッツ部門のうち日本株事業に関するセールス＆   

トレーディング業務およびエクイティリサーチ業務、以下「日本株事業」）をグローバルに統合し、

日本に設立する合弁会社を通じて一体的に運営することについて合意いたしました。これに伴い、

三井住友銀行は、必要な許認可または同意等の取得を前提に、Jefferies の無議決権株式を追加  

取得し、希薄化後ベースで経済持分を最大 20.0％まで引き上げることについても合意しました。 

なお、本取引において三井住友銀行が Jefferies の議決権の 5%超を保有することにはなりません。 

 

SMBC グループと Jefferies は、2021 年に戦略的資本・業務提携契約を締結し、米国における   

非投資適格企業向けビジネス、日本関連クロスボーダーM&A 等での協働を開始いたしました。   

2023 年には、協働領域を米国投資適格企業向けの M&A アドバイザリー業務およびエクイティ、  

デットキャピタルマーケッツ業務に拡大し、さらには業務提携の枠組を欧州・中東・アフリカ地域

及びアジア・太平洋地域にも拡大し、共同カバレッジの対象をより大型の投資ファンド、プレ IPO

企業および投資非適格企業の顧客に拡大する等、提携強化を進めてまいりました。 

 

今回、日本株事業の統合に加え、SMBC グループと Jefferies は、業務提携範囲を一段と強化し、

EMEA 地域における大型の投資ファンド向けの共同カバレッジを拡充してまいります。加えて、  

両社の業務提携関係の更なる深化を見据え、SMBC グループは Jefferies に対して、25 億米ドルの

ファイナンスを提供することに合意しました。この強固なパートナーシップを基盤に、両社の協働

領域の拡充に加え、それぞれのお客さまのニーズに合わせて、より卓越したサービスの提供を目指

します。 
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1.日本株事業の統合 

日本株事業の統合は、グローバル統括拠点となる合弁会社を日本に設立すると共に、ＳＭＢＣ 

日興証券の海外法人における日本株事業に関わるセールスなどの業務を各地域の Jefferies の  

拠点に集約いたします。合弁会社の社名はＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券株式会社(以下、   

「ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券」）とし、ＳＭＢＣ日興証券が過半を出資する連結子会社とし  

ます。統合の対象事業は、ECM 業務、セールス＆トレーディング業務、エクイティリサーチ業務を

含みます。 

今回の日本株事業の一体化により、ＳＭＢＣ日興証券は Jefferies が強みとするグローバル  

ネットワークと深いセクター知見を獲得し、システムインフラやリサーチ力を強化することで、 

日本のみならずグローバルに、より付加価値の高い金融サービスをお客さまに提供することが可能

となります。 

併せて、SMBC グループは国内外のホールセール・リテール向け事業の一体性を確保するために、

中間持株会社を新設し、同社の傘下にＳＭＢＣ日興証券と日本で設立する合弁会社を配置すること

を検討しております。 

ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券は、2027 年 1 月の開業を目指しており、国内外の機関投資家に 

係る日本における業務は同社へ事業集約し、ＳＭＢＣ日興証券の海外グループ法人が行う日本株 

事業のセールス等の業務は、Jefferies の各地拠点に移管し、ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券が  

中核となり日本株事業を共同運営します。事業の移管に際しては、Jefferies の海外ネットワーク

からの日本株事業のオーダーフローを確実に合弁会社へ取り込むと同時に、国内機関投資家の  

皆さまのニーズにもきめ細かく対応することで、セカンダリー業務の新体制への円滑かつ確実な 

移行を図ります。なお、ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券の開業は、必要な許認可または同意等の  

取得を条件とします。 

ECM 業務については、2027 年 1 月より引受会社をＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券といたします

が、発行会社への対応は引き続きＳＭＢＣ日興証券のカバレッジ部門を中心として行ってまいり 

ます。 

なお、合弁会社によるホールセール日本株事業の開始を機に、カバレッジ部門を含む国内ホール

セール事業の大部分についても、両社の強みを活かして更なる協働強化の在り方について検討を 

進めてまいります。 

 

2.資本関係の強化 

三井住友銀行は、必要な許認可または同意等の取得を前提に、公開市場での買付等を通じて

Jefferiesの株式を取得し、取得した普通株式を無議決権普通株式、もしくは無議決権普通株式に

強制転換される優先株に交換するスキームを用いることにより、Jefferiesに対する経済持分を 

最大で 20.0％まで引き上げることについて合意しました。なお、本取引において三井住友銀行が

Jefferiesの議決権の 5%超を保有することにはなりません。 
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3.EMEA地域における共同スポンサー・カバレッジの拡大 

SMBCグループと Jefferies は、EMEA地域において大型スポンサー顧客向けの共同カバレッジを

拡充し、両社の投資銀行・コーポレートバンキング機能を提供してまいります。 

 

4.新規ファイナンスの提供 

SMBC グループは、Jefferies との更なる協働推進を目的として、EMEA 地域のレバレッジド・   

レンディングや米国のプレ IPOレンディング等のストラクチャード・ファイナンスを含む主要領域

に対し、総額 25億米ドルの新規ファイナンスを提供することに合意いたしました。 

 

具体的には、SMBC グループはプレ IPO 企業向けのリボルビング・コミットメントの提供などに 

合意しました。これにより、両社のパートナーシップ深化に向けたコミットメントの促進を図ると

ともに、お客さまへのより高付加価値なサービス提供を一層推進してまいります。 

 

（ご参考）ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券株式会社の概要 

会社名 （和文）ＳＭＢＣ日興ジェフリーズ証券株式会社 

（英文）SMBC Nikko Jefferies Securities Inc. 

出資比率 ＳＭＢＣ日興証券：Jefferies＝60%：40% (議決権ベース) 

ＳＭＢＣ日興証券：Jefferies＝70%：30%（経済持分ベース） 

取締役 取締役会は 5 名で構成され、指名権はＳＭＢＣ日興証券 3 名、

Jefferies 2名。 

主要役員 CEO兼社長（Chief Executive Officer）はＳＭＢＣ日興証券が指名

し、副社長（Executive Vice President）は Jefferies が指名。 

 

（ご参考）Jefferies Financial Group Inc.の概要 

社名 Jefferies Financial Group Inc.（NYSE：JEF） 

所在地 ニューヨーク（米国） 

設立年 1968年 

事業内容 インベストメントバンキング（アドバイザーおよびキャピタルマー

ケッツ）、セールス＆トレーディング、リサーチ、ウェルスマネジメ

ント、アセットマネジメント、マーチャントバンキング 

総資産（2024年 11月末） 644億米ドル 

粗利益（2024年度） 70億米ドル 

当期純利益（2024年度） 6.69億米ドル 

 

以 上 

 


